
◎
出
会
い
は
23
歳
︑
盆
栽
に
惹
か
れ
て

　

わ
が
家
は
、
三
年
前
に
店
を
閉
じ
る
ま
で
、

町
の
ガ
ス
屋
と
し
て
、
長
年
愛
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
今
か
ら
58
年
前
、
当
時
の
約
９
０
０
軒
の

お
得
意
様
と
の
付
き
合
い
の
中
で
、
盆
栽
を
た

し
な
む
方
と
の
ふ
れ
あ
い
が
、
私
を
盆
栽
の
道

へ
と
誘
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
本
当
に
い
い
仲
間

に
恵
ま
れ
、
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
腕
を
磨
い

て
い
き
ま
し
た
。
最
初
は
、
盆
栽
の
代
表
格
で

も
あ
る
、
松
や
梅
、
楓
な
ど
も
楽
し
み
ま
し
た

が
、
ほ
ど
な
く
し
て
、
き
れ
い
な
花
を
咲
か
せ

る
「
さ
つ
き
」
に
魅
了
さ
れ
、
気
づ
け
ば
さ
つ

き
の
盆
栽
ば
か
り
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

◎
最
高
名
誉
賞 

環
境
大
臣
賞
を
受
賞

　
こ
れ
ま
で
、
近
隣
の
道
の
駅
や
施
設
に
展
示

し
て
き
ま
し
た
。
本
業
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ

く
ま
で
も
趣
味
の
範
囲
で
す
。
し
か
し
、
三
年

前
よ
り
盆
栽
に
専
念
で
き
る
環
境
と
な
り
、
全

国
で
も
五
本
の
指
に
入
る
春
日
部
の
東
武
銘
盆

会
の
メ
ン
バ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
大
き
な
銘
品

展
へ
出
展
す
る
よ
う
に
な
り
、
二
年
目
で
最
優

秀
賞
、
三
年
目
で
全
出
品
数
２
０
１
品
の
中
か

ら
、
今
回
の
名
誉
賞
な
ら
び
に
、
最
高
峰
で
あ

る
、
最
高
名
誉
賞 

環
境
大
臣
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
ひ
と
え
に
、
メ

ン
バ
ー
と
切
磋
琢
磨
し
て
腕
を
磨
き
手
に
入
れ

た
賞
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
挑
戦
が
む

く
わ
れ
て
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

◎
夫
婦
二
人
三
脚
で
の
盆
栽
作
り

　
盆
栽
は
芽
摘
み
や
剪
定
を
は
じ
め
、
一
日
二

回
の
水
や
り
な
ど
、
時
間
を
か
け
て
大
切
に
育

て
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
私
だ
け
で
は
と
う
て

い
無
理
な
話
で
、
妻
の
支
え
が
あ
り
、
こ
こ
ま

で
や
っ
て
こ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今
で
は
妻
と

毎
日
の
よ
う
に
方
々
盆
栽
を
見
て
回
り
研
究
し

て
い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
盆
栽
を
た
く
さ
ん
見

て
い
る
と
目
が
養
わ
れ
て
自
然
と
よ
い
ア
イ
デ

ア
が
浮
か
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

健
康
で
ず
っ
と
続
け
ら
れ
る
よ
う
に
、
銘
品
展

に
出
品
し
、セ
ン
ス
を
磨
い
て
い
き
た
い
で
す
。

　
記
憶
に
新
し
い
平
成
27
年
９
月
の
関
東
・
東

北
豪
雨
で
は
、
町
も
多
く
の
浸
水
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
今
回
、
地
方
創
生
加
速
化
交
付
金
を

利
用
し
て
導
入
し
た
「
エ
ア
ボ
ー
ト
」
は
、
水

害
時
に
起
こ
り
う
る
水
中
の
が
れ
き
や
ゴ
ミ
な

ど
を
巻
き
込
ま
ず
に
移
動
で
き
る
ま
っ
た
く
新

し
い
タ
イ
プ
の
ボ
ー
ト
で
す
。
今
後
の
水
害
対

策
と
し
て
、
素
早
い
救
助
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。
実
際
、
同
災
害
に
て
常
総
市
で
は
、
常
総

消
防
署
に
よ
り
エ
ア
ボ
ー
ト
が
稼
働
さ
れ
46
名

を
救
助
し
た
実
績
が
あ
り
ま
す
。自
治
体
で
は
、

境
町
が
全
国
初
の
導
入
と
な
り
ま
す
。

　
エ
ア
ボ
ー
ト
は
、
船
底
が
平
ら
で
、
水
上
の

船
尾
に
取
り
付
け
ら
れ
た
空
中
プ
ロ
ペ
ラ
で
推

進
力
を
得
る
た
め
、
水
深
が
浅
い
場
所
で
も
航

行
可
能
で
す
。
条
件
が
合
え
ば
、
最
高
時
速
70

キ
ロ
の
速
さ
で
移
動
で
き
る
点
も
特
徴
で
す
。

　
平
常
時
は
、
町
の
観
光
の
目
玉
と
し
て
利
根

川
河
川
敷
に
て
、
７
月
か
ら
の
運
行
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
川
の
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
河
岸
の

町
の
復
興
を
目
指
し
ま
す
。

高貴と称される盆栽の世界でこのほど環境大臣賞を受賞
された黒川昭一さんにお話を伺いました。

磨かれし名人・黒川さんの手に育まれ、盆栽の頂点へ

========== 略　歴 ==========
黒川昭一（くろかわしょういち）
昭和11年７月５日境町生まれ境町
育ちの81歳。23歳より趣味で盆
栽をはじめ、盆栽歴58年。３年前
の退職を機に本格的に銘品展への出
品を行い、鹿沼園芸フェア秋季さつ
き銘品展にて、平成28年2月に最
優秀賞 鹿沼ケーブルテレビ（株）賞」
（盆養銘木の部４cmの部）を受賞。
平成28年11月に第21回の同銘品
展にて「名誉賞 鹿沼市議会議長賞」
（盆養銘木の部２cmの部）、白玲の
盆栽で「最高名誉賞 環境大臣賞」（創
作の部二部）を受賞した。

環
境
大
臣
賞
受
賞
　
黒
川
昭
一
さ
ん
の
盆
栽

低
い
水
位
で
も
走
行
で
き
る

エ
ア
ボ
ー
ト
を
水
害
や
観
光
で
！

直
ちょっかん

幹と呼ばれる樹形
で見事に凛とした樹
姿を構成し、「名誉賞　
鹿 沼 市 議 会 議 長 賞 」
を受賞。専門誌の表
紙にも選ばれた。

環境大臣賞を受賞。樹に石が寄り添って
いるように見える力強くも優しい印象
の石

い し づ

付き盆栽。樹高 45cm の大きさで、
威風堂々とした佇まいの貫禄ある作品。

4 月 27 日に行われた進水式では、横森利根川上流河川事務所長（前列右から５番目）、半村県
議会議員（同列 4 番目）をはじめ、多くの来賓のもと執り行われました。

黒川昭一さんの盆栽

最高名誉賞 環境大臣賞

最高時速 70km の
高速救助ボート

境香取神社宮司による祈祷

エアボート企画・製造
佐々木 甲さん

（株式会社フレッシュエアー代表取締役）

　東日本大震災で、私は多くの友人と故
郷・南三陸の美しい景色を失いました。
ちょうどその頃に、趣味の延長でエア
ボートの製作を手がけ始めていました。
この日を境に、エアボートの製作は趣味
から使命に変わりました。外国製のエア
ボートはがれきの上でもガンガン進める
理想の人命救助艇として活躍しています
が、この国産初のエアボートの活躍の場
が日本中で広まることを願っています。

エアボートの導入
町では、地方創生加速化交付金により、浅瀬でも走行が可能な、まったく新しい形の
ボートである「エアボート」を導入しました。今後、災害救助艇として、また観光資
源として活躍の場を広げていきます。

全国の
自治体に
先駆けて

導入！

災 害 救 助 艇
水害対策

観光振興

４人乗りで、操縦には小型船舶操縦免許２級が必要。今後、セグウェ
イの試乗などが楽しめる利根川河川敷「さかいリバーサイドパーク」
のアトラクションとして７月以降の運行開始を目指しています。
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災
害
救
助
艇
　
エ
ア
ボ
ー
ト
の
導
入

購入費用 600 万円全額補助金を獲得！


